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15歳の姿：将来への憧れ・夢・希望・目標をもち、意欲的に学習に取り組み自分の考えや思いを豊かに表現できる子ども

気温が３０度近くに上昇し、日本晴れとなった５月２０日

（日）、石川地域の一大イベントである「令和」

初の小学校大運動会が、スローガン「最後ま

でみんなが主役、勝利の道へ」のもと、行わ

れました。地域町会からお借りしたテントに

よって、子供たちを熱中症から守ることがで

きました。ありがとうございました。

５月２６日（水）、５年生２１人が

「総合的な学習の時間」「ひろさき卍

学」の一環として田植え体験を、地域

団体（乳井みどり保全会）の教育支援

を得て行いました。子ども達は田んぼ

にいるカエルに驚いたりしながら一生

懸命取り組みました。また、「米作り

で大切なことは何か」という質問をし、

学びを深めました。

右上の記事・

写真は５月３

１日付け陸奥

新報

上の写真は５月３０日付け東奥日報



東京のよさと故郷のよさ 石川中学校の歴史を学ぼう

～修学旅行振り返りより～
３年修学旅行の振り返りとして「東京のよさ

はどういうところだろうか？青森県・弘前市・

石川（ふるさと）のよさはどういうところだろ

うか？」というテーマで振り返りを書きました。

ふるさとのよさとして、人の温かさ、豊かな自

然、空気のきれいさ、などをあげた生徒が多く、

故郷のよさを再認識していました。

郷土の伝統工芸こぎん刺し
３年生は１学期、家庭科

で「こぎん刺しの歴史など ５月１６日（木）、中学校校長が、１年生に対

を学びながら、コースター して、毎年恒例になっている「石川中学校の歴

を作り、郷土の伝統工芸に 史」について授業を行いました。「石川中学校は

関心をもつ」をねらいの一つとして、こぎん刺 どんな学校なのでしょうか？石川中学校のよさ

しに取り組んでいます。今年度から「ひろさき は？」という課題のもとに進めました。生徒か

卍学」の一環としても実施し、ふるさとへの愛 らは「台風で小学校が水浸しになった時にお手

着を深め 伝いしてあげたところが石川中学校のよさだと

させる授 思いました。」「たくさんの歴史があって、石山

業を工夫 中学校と交流したり、小学校のピンチにかけつ

していま けたり、とても思いやりのある中学校だと思い

す。 ます。」などの感想がありました。

毎年恒例の小中合

同集団下校訓練が、

５月２２日（水）に

行われました。中学

生がリーダーとなり

地域町会ごとに下校

しました。８年前の

東日本大震災の際

は、停電により集団

下校の措置をとり、それ以来、地域町会ごとのグループメンバー（いわゆる校外班）やそのリーダー

を確認することもねらいとして実施しています。

明治１４年（1881）、明治天皇が訪れた際に架けられ
た橋なので「御幸橋」と名付けられたことや明治天皇

が休憩した場所に､現在も石碑が建っていることな

ど、「石川」の歴史についても触れました。


